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本日の例会

次回６月２３日の予告

RC ソング「四つのテスト」

６月９日の記録

出席報告

　全会員数　２９名　　　　  本日の出席者　２４名

　出席免除者４名( 出席 3 名) 　本日の欠席者　　４名

　出席率 85.7 1％　　　5 月 19 日の修正出席率 93. 1％

2014-2015 年度　国際ロータ

リーのテーマ

第2640 地区ガバナー 辻　秀和

          ＲＩ会長　　ゲイリー C. K. ホァン

ﾛｰﾀﾘｰに輝きを
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　　　 E-ﾒｰﾙ s.eastrc@peach.ocn.ne.jp

 　　　http://s-erc.com/

2 0 1 4 ～ 1 5 年度　会長　小寺　政信

副会長　中村　清嗣

幹事　高松　慶暢

記録会報委員長　藤田　隆生

「 四つのテスト」　
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか　

２．みんなに公平か　

３．好意と友情を深めるか　

４．みんなのためになるかどうか

卓　話【 脳卒中とは 】

咲　山　会員

　　　　　　　「我等の生業」ＲＣソング

　池田 茂雄 様（堺北RC）お客様紹介

卓　話【 腸内細菌 】

三重野　会員

会長の時間 小　寺　会長

●今年度 第 2 回インフォーマルミーティングが

先週6 月 2 日～ 4 日の 3 班に分けて「真のロー

タリアンとは」のテーマで開催されました。

ロータリー情報 中野委員長、本当にご苦労様で

ございした。

私は第1 日目に出席しましが、色々な意見や、

“なるほどな”という意見などを聞かせて頂き、

大変勉強になりました。後程、3 班から報告が

あると思いますが、代表の方は宜しくお願い致

します。

●本日のクラブ協議会で

は皆様の活発な発表をお

願いするところであり、

時間の制約もあると思わ

れますので、これにて会

長の時間を終わらせて頂

きます。



― ２ ―

委員長報告

高　松　幹事幹事報告

■ﾛｰﾀﾘｰ情報委員会／中 野 委員長■
にこにこ箱ＳＡＡ報告

小寺会長／ロータリー情報委員長、先週のイン

　　フォーマルミーティングご苦労様です。

　　本日のクラブ協議会宜しくお願いします。

　　今野様に写真を頂き感謝。

中村副会長／本日のクラブ協議会、宜しくお願

　　い致します。

　　今野様に写真を頂き感謝。

高松幹事／本日のクラブ協議会、宜しくお願い

　　申し上げます。一年間有難うございました。

江口会員／本年度最終クラブ協議会を迎え、各

　　委員の方、ご苦労様でした。

橋本会員／次週、都合により例会欠席します。

　　咲山会員の卓話聞けず残念です。

今野会員／江口様に写真を頂き感謝。

城戸会員／インフォーマルミーティング、皆様、

　　有難うございました。

　　江口様、今野様、いつも有難うございます。

　　寺山様、戸松様、本日はお誕生日おめでと

　　うございます。

　　堺北RC 池田先生ようこそ。いつも有難うご

　　ざいます。

北野会員／クラブ協議会、各委員長、ご苦労様

　　です。

三重野会員／クラブ協議会、ご苦労様です。

中野会員／江口様、大変お世話になりました。

　　念願の一眼レフカメラを手に入れました。

　　ご指導宜しくお願いしたく思います。

　　先日のIM、皆様に感謝。

沼田会員／クラブ協議会、委員長さんご苦労様

　　です。

咲山会員／クラブ協議会、各委員長、ご苦労様

　　です。

　　今野様に写真を頂き感謝。

佐竹会員／クラブ協議会で報告の皆様、お疲れ

　　様です。

篠田会員／本日クラブ協議会、宜しくお願い申

　　し上げます。

高橋会員／クラブ協議会、宜しくお願いします。

　　今年度お世話になり有難うございました。

寺山会員／インフォーマルミーティング、中野

　　委員長ご苦労さんです。

八百会員／誕生日祝いを頂き感謝。

 累計　1,733,000  円

2013  年度版クラブ定款配布のご案内

　2013 年度規定審議会で変更になったクラブ定

款の当クラブ版(クラブ名や地域などを挿入した

もの）を作製し、理事会で承認されましたので

各位の棚に配布しています。

 インフォーマルミーティング報告

　昨週、3 班に分かれて開催したインフォーマ

ルミーティングの各班代表による報告をお願い

します。

●例会場変更

堺中RC ／ 7 月 1 日より「サンパレス」から「ダ

　イワロイネットホテル堺東」に変更します。

●例会変更

堺中RC ／ 6 月 17 日(水）→同日「イカリ寿司」

　にて。6 月 24 日(水）→定款第6 条第 1 節の規

　定により休会。7 月 1 日(水）→同日「秀月」

　にて。7 月 8 日(水）→同日、木曽福島にて。

堺おおいずみRC ／ 6 月 24 日(水）→定款第6 条

　第1 節の規定により休会。7 月 1 日(水）→7

　月4 日(土）18：00 ～ホテル･アゴーラリー　

　ジェンシー堺3F にて。

堺フラワーRC ／6 月 27 日(土)→6 月26 日(金)

　19：00 ～ニューミュンヘン南大使館にて。

●事務局　6 月 11 日(木）休みます。

三重野　副幹事次期幹事報告

●次週例会終了後、第3 回次期理事会を開催し

ます。

■雑誌広報委員会／咲　山 委員長■

 ロータリーの友誌６月号のご紹介
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委員会活動報告

　 クラブ協議会

　ロータリーニュース　（2015 年 6月8日）

　ナイジェリアを含むアフリカ大陸全体がポリ

オフリーとなるまであと一息…… そう語ったの

は、6 月 8 日にロータリー国際大会（サンパウ

ロ）で講演したハミッド・ジャファリ氏。同氏

は世界保健機関（WHO）で世界ポリオ撲滅推進活

動の責任者を務めています。

　ナイジェリアで報告されたポリオ症例は、

2013 年から2014 年に、53 件から6 件へ減少し、

2014 年 7 月以来、新たな発生報告は出ていませ

ん。また、アフリカ全土でポリオが最後に報告

されたのはソマリアで2014 年 8 月のことです。

　ジャファリ氏は説明を続けます。「多くの人の

惜しみない努力がついに実を結びつつあります。

しかし、油断は禁物。ポリオがどこかに存在す

る限り、感染の危険性は残ります」

　アフガニスタンとパキスタンでは、依然とし

て野生ポリオウイルスによる感染が続いていま

す。2014 年、全世界のポリオ発生の85 パーセ

ントはパキスタンで報告されたものでした。こ

れは、同国で近年最も多い件数です。そんな中、

これらの国々でも、ここ数カ月間に、ウイルス

拡散を防ぐための進展が見られています。政府

とポリオ撲滅パートナー団体が、まだ予防接種

を受けていない子どもたちを対象に活動を強化

しており、これまで何年も足を踏み入れられな

かった地域にも、予防接種員が出向けるように

なりました。

　ロータリー会員のアドボカシー活動（支援よ

びかけ）のおかげで、パキスタンでのポリオ発

生は昨年同時期と比べ減っていると話すジャ

ファリ氏。「政治や紛争を理由にポリオ撲滅活動

を遅らせることはできません。わが子を守りた

いと願う親たちが、活動を心待ちにしています。

ポリオ感染が最も多いシーズンの今後数カ月間

が試練のときです」

　ジャファリ氏は聴衆に向けて、手を緩めず活

動を続ける重要性を強調しました。「皆さんの力

強い“ロータリーの声”をもって、政治リー

ダーたちに支援を呼びかけてください。最後の

一押しには各国からの資金援助が欠かせません。

また、地域社会や国際社会に、この壮大なポリ

オ撲滅活動について知らせ、人びとの協力を得

られるよう働きかけましょう」

財団寄付が史上最高を記録

　国際大会の本会議では、ロータリー財団の

ジョン・ケニー管理委員長も講演し、財団の最

新情報を報告しました。寄付推進は、管理委員

長の目標の一つとなっており、2013-14 年度に

は年次基金が約1 億1,700 万ドルとなりました。

本年度、6 月も例年と同じペースで寄付が集まれ

ば、史上最高額の寄付が記録される見込みです。

　一方、財団の恒久基金は10 億ドルに達しまし

た。次年度に利用可能な基金収益は 1,300 万ド

ルとなり、5 年前と比べて2 倍以上の額です。

　「財団へ寄付するということは、エバンストン

（ロータリー世界本部）にお金を送るということ

ではありません」とケニー管理委員長。「人びと

が視力を回復し、ポリオ患者が歩けるようにな

り、子どもたちが健やかに成長し、学生が教育

を受け、家族が十分な食べ物を得られるよう支

援することなのです」

　2014-15 年度は地区補助金400 件以上、グ

ローバル補助金600 件以上が授与されました。

「管理委員会はロータリアンの声に耳を傾け、意

見やアイデアを求めています。寄せられた意見

は、2015-16 年度の見直しの際の参考とさせて

いただきます」

　ケニー管理委員長はさらに、ロータリー平和

センタープログラムの発展を称えました。本年

度は85 カ国から312 件の申請があり、2002 年の

プログラム創設以来、最高数を記録しました。

選ばれたフェロー100 名のうち、半数以上は低

所得国の出身者です。

　「この夢のようなプログラムが拡大を続けてい

ることに勇気づけられます。紛争が絶えない今

の時代を考えるとなおさらです」と管理委員長。

　「財団の未来は私たちにかかっています。ロー

タリーの活動は、各クラブのロータリアン一人

アフリカのポリオフリー実現まであと少し
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近隣クラブ例会変更

6月 17 日(水）堺中RC【ｻﾝﾊﾟﾚｽ】18:30

6月18日(木)堺RC【ﾎﾃﾙ･ｱｺﾞｰﾗ ﾘｰｼﾞｪﾝｼｰ堺4階】12:30

6 月 18 日(木）堺東南RC【ｻﾝﾊﾟﾚｽ】18:30

6月 18 日(木）堺ﾌｪﾆｯｸｽRC【ﾎﾃﾙ第一堺】18:30

6月19 日(金)堺北RC【ﾊﾟﾝﾀﾛﾝ（魚太郎三国ヶ丘）】12:30

6 月24 日(水)堺おおいずみRC【堺商工会議所3F】12:30

6月 24 日(水）堺中RC【ｻﾝﾊﾟﾚｽ】18:30

6月25 日(木)堺RC【ﾎﾃﾙ･ｱｺﾞｰﾗ ﾘｰｼ ｪ゙ﾝｼｰ堺4階】12:30

6 月 25 日(木）堺東南RC【ｻﾝﾊﾟﾚｽ】18:30

6月 25 日(木）堺ﾌｪﾆｯｸｽRC【ﾎﾃﾙ第一堺】18:30

6月26 日(金)堺北RC【ﾊﾟﾝﾀﾛﾝ（魚太郎三国ヶ丘）】12:30

6月 27 日(土）堺ﾌﾗﾜｰRC【ｺﾝﾌｫｰﾄﾎﾃﾙ堺】11:00

6 月 28 日(火）堺泉ヶ丘RC【ｻﾝﾊﾟﾚｽ】18:30

6月29日(月)堺南RC【ﾎﾃﾙ･ｱｺ゙ ﾗー ﾘー ｼ゙ ｪﾝｼー 堺4階】12:30

当クラブ／7 月 14 日は 7 月 11 日(土）サンパレス[深井]に変更予定です

ひとりによって実施されているもの。クラブこ

そがロータリーの中核を成しているのです」

ロータリー学友賞の受賞者が国際大会で講演

　2014-15年度「学友人道奉仕世界賞」の受賞者であ

り、ジョンズ・ホプキンス大学医学部准教授を務める精

神科医、ジータ・ジャヤラムさん（Dr. Geetha

Jayaram）が、ロータリー国際大会(ブラジル、サンパウ

ロ)で表彰されました。

　ジャヤラムさんは、重度のうつ病、双極性障害、パ

ニック発作といった精神疾患に苦しむ人びとを救うた

め、母国インドと米国での精神医療の普及に貢献してき

ました。少なくとも3億5,000万人が鬱（うつ）を経験

し、障害に陥る人も多い今日の世界において、精神医療

へのアクセスを広げる取り組みは非常に重要となります。

　「インドの農村部では精神的ケアを受けることができ

ず、南部では若い女性の自殺が深刻な問題となってい

る」とジャヤラムさんは話します。

　1996年にコロンビア・ロータリークラブ（米国メリー

ランド州）に入会した彼女は、翌年、母国インドへの恩

返しをするため、Maanasi（「健やかな」の意）という名

の女性向け精神医療クリニックを開設。その後も、医薬

品の提供、医療スタッフや社会福祉士の研修、資金調達

を行ってクリニックの発展を後押ししたほか、2004-05

年度には「大学教員のためのロータリー補助金」を受

け、セントジョンズ医療大学（インド）と上記クリニッ

クで精神医学を教えました。また、農村に医療スタッフ

と社会福祉士を派遣するための車両と小型バイクを購入

する際は、ジャヤラムさんの夫であるクマールさんも支

援に加わりました。

　セントジョンズ医療大学と提携している同クリニック

は、コロンビア・ロータリークラブからの資金援助や

ロータリー補助金のほか、地元クラブから管理運営サ

ポートを受けることで、安定した業務を行っています。

また、プライマリーケア（初期治療）の提供を通じて、

精神科医のジー

タ・ジャヤラムさ

ん（左端）、ロータ

リー会員とクリ

ニックの医療ス

タッフと一緒に

包括的医療ケアへの窓口となっています。

　ほかの国でも同様のクリニックを開き、精神疾患に苦

しむ人たちをサポートできるとジャヤラムさん。クリ

ニックに関する学習ビデオ制作にも関与しており、この

ビデオは世界保健機関（WHO）のウェブサイトや、

Medibiz TV（130カ国を網羅する医療系テレビチャンネ

ル）でも公開されています。

　ジャヤラムさんとロータリーの関係は、ローターアク

トクラブに入会した19歳のときに遡ります。慈善家で

ロータリー会員である父と、ボランティアに積極的な母

から影響を受けたという彼女は、「与えることから多く

を学べる」という信念を胸に、ポリオ撲滅を目的とした

インドでの全国一斉予防接種(NID）にも参加しました。

　ジャヤラムご夫妻は、去る11月、ハワードウェスト・

ロータリークラブ（米国メリーランド州）の創立会員と

なりました。「私たちは、グローバルな支援活動への強

い関心があります。ロータリーの活動を全く知らない人

も大勢いますから、みんなで声を大にして私たちの取り

組みを伝えていきましょう」

最優秀学友会賞はアルゼンチンの学友会に

2014-15年度の「最優秀学友会賞」は、第4920地区（ア

ルゼンチン）の学友会に贈られることとなりました。世

界中の学友やロータリー会員とのつながりを築いた同学

友会には、ロータリアンとなったメンバーも多く、南米

での新たな学友会創設を支援したり、積極的にロータ

リーで活動するためのアドバイスを行ったりしている人

もいます。

　「メンバーには明確な共通意識があり、皆で力を合わ

せて活動し、支援し、プロジェクトを計画しながら、世

界中の学友仲間やロータリアンと交流している」と話す

のは、同学友会の元会長で、ボリバル・ロータリークラ

ブ（ブエノスアイレス）会員のホルヘ・エドゥアルド・

モロニさんです。

　100名を超えるメンバーは、フェイスブックを用いた

会合を定期的に行い、積極的にロータリーの取り組みを

支援しています。モロニさんによると、全員がポリオプ

ラス基金に寄付しており、今後は全員でポール・ハリ

ス・フェローとなることを計画しているそうです。

　ほかの奉仕団体との合同プロジェクトも行っており、

現在、アルゼンチンと米国の中学校による短期交換プロ

グラムの実施を検討しています。また、ロータリアンと

協力して奨学生の選考と研修を行っているほか、学友を

ロータリー入会へと導くことにも力を入れています。


